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（証券コード：4369）
平成30年４月６日

株 主 各 位
山 梨 県 上 野 原 市 上 野 原 8154 番 地 217

株式会社トリケミカル研究所
代 表 取 締 役 社 長 太附 聖

第40期定時株主総会招集ご通知
拝啓 平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。
　さて、当社第40期定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くださいますよう
ご通知申し上げます。
　なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができますので、後記
の株主総会参考書類をご検討くださいまして、お手数ながら同封の議決権行使書用紙に賛否をご
表示のうえ、平成30年４月25日（水曜日）午後４時30分までに折り返しご送付いただきたくお願
い申し上げます。

敬 具
記

１. 日 時 平成30年４月26日（木曜日）午前10時
２. 場 所 東京都八王子市旭町14番１号

京王プラザホテル八王子 ４階 「宴の間」
（末尾の会場ご案内図をご参照ください。）

３. 目 的 事 項
報 告 事 項 第40期（平成29年２月１日から平成30年１月31日まで）

事業報告及び計算書類の内容報告の件
決 議 事 項
　第１号議案 剰余金の処分の件

　第２号議案 定款一部変更の件

　第３号議案 取締役９名選任の件
　第４号議案 監査役１名選任の件
　第５号議案 補欠監査役２名選任の件

以 上
〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

◎当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出くださいますよ
うお願い申し上げます。

◎事業報告、計算書類及び株主総会参考書類の記載事項を修正する必要が生じた場合には、修正
後の事項をインターネット上の当社ウェブサイト（http://www.trichemical.com）に掲載いた
しますのでご了承ください。
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株主総会参考書類
　

議案及び参考事項

　

　第１号議案 剰余金の処分の件

当社は、株主に対する利益還元を経営の最重要課題の一つとして認識しており、将来の事

業展開と財務体質強化のために内部留保の充実を考慮しつつ、当面は安定配当を指向しなが

ら、将来的には業績動向並びに配当性向等を総合的に勘案して株主への利益還元を行ってい

く方針であります。

このような方針の下、当期の期末配当については、下記のとおりとさせていただきたいと

存じます。

① 配当財産の種類

金銭といたします。

② 配当財産の割当てに関する事項及び総額

当社普通株式１株につき21円 総額164,051,160円

③ 剰余金の配当が効力を生じる日

平成30年４月27日

　

　第２号議案 定款一部変更の件

(1) 変更の理由

当社の取締役会の実効性、及びコーポレートガバナンス体制の強化を目的として取締役
の増員が可能となるよう、現行の定款に定める取締役の員数を８名以内から10名以内に変
更するものであります。

(2) 変更の内容

変更の内容は、次のとおりであります。
（下線は変更部分を示します。）

現 行 定 款 変 更 案

（員数）

第19条 当会社の取締役は、８名以内とする。

（員数）

第19条 当会社の取締役は、10名以内とする。
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　第３号議案 取締役９名選任の件

取締役全員（７名）は、本総会終結の時をもって任期満了となります。つきましては、本

定時株主総会第２号議案「定款一部変更の件」をご承認いただいたうえで、さらなる社内の

管理体制を強化するため取締役を２名増員し、９名(うち社外取締役２名)の選任をお願いし

たいと存じます。

取締役候補者は、次のとおりであります。
　

１ 竹　中
たけ なか

　潤
じゅん

　平
ぺい

昭和15年９月１日生 再 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

昭和53年12月 当社設立代表取締役社長

平成13年４月 当社代表取締役会長

平成15年６月 当社代表取締役社長

平成21年４月 当社取締役会長

平成22年４月 当社取締役相談役

平成28年４月 当社代表取締役会長(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。1,040,860株

■取締役候補者とした理由

　竹中潤平氏は当社の創業者であり、長年にわたる経営者としての豊富な経験に基づいて当社の経営の指揮・監

督を行い、これまでの事業の成長と企業価値の向上に尽力してまいりました。

　今後とも企業価値の向上を図るとともに、取締役として、重要事項の審議や決定・経営執行を監督する役割を

期待し、引き続き取締役候補者といたしました。
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２ 太　附
た づけ

　 聖
きよし

昭和39年10月21日生 再 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

昭和62年４月 当社入社

平成14年７月 当社営業部長

平成16年５月 当社営業本部長

平成19年４月 当社取締役営業本部長

平成24年４月 当社専務取締役

平成26年４月 当社代表取締役社長(現任)

平成29年３月 三化電子材料股份有限公司董事長

(現任)

■重要な兼職の状況

三化電子材料股份有限公司董事長

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。75,800株

■取締役候補者とした理由

　太附聖氏は主に当社の営業部門における豊富な経験を有し、平成26年４月に代表取締役社長に就任して以来、

当社の中長期的な企業価値向上のための戦略の策定とその実現を図ってまいりました。

　今後とも企業価値の向上を図るとともに、取締役として、重要事項の審議や決定・経営執行を監督する役割を

期待し、引き続き取締役候補者といたしました。
　

３ 菅　原　久　勝
すが わら ひさ かつ

昭和33年３月21日生 再 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

平成16年５月 当社入社Ｉプロジェクト統括

平成17年２月 当社技術部長

平成18年４月 当社技術製造本部長

平成19年４月 当社取締役技術製造本部長

平成24年４月 当社常務取締役技術製造本部長

平成28年４月 当社専務取締役技術製造本部長

平成29年２月 当社専務取締役財務・経理・品質管理

担当(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。80,000株
　

■取締役候補者とした理由

　菅原久勝氏は当社入社以来、製造・開発部門の要職を歴任したのち、直近では財務・経理部門を管掌し、当社

の財務体質強化等にも努めてまいりました。

　同氏のその実績と経験、及び能力を考慮し、今後とも当社の事業拡大及び経営全般に資することができるもの

と判断したため、引き続き取締役候補者といたしました。
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４ 柴　田　雅　仁
しば た まさ ひと

昭和42年５月30日生 再 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

平成３年４月 当社入社

平成16年５月 当社営業一部長

平成24年４月 当社取締役営業本部長

平成28年10月 ㈱エッチ・ビー・アール代表取締役社

長(現任)

平成29年４月 当社常務取締役営業・開発担当

(現任)

■重要な兼職の状況

㈱エッチ・ビー・アール代表取締役社長

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。41,900株

■取締役候補者とした理由

　柴田雅仁氏は当社入社以来、製造・開発・営業部門の要職を歴任しており、当社の事業及び業界に深い造詣を

有しており、取締役として当社の企業価値の向上に努めてまいりました。

　同氏のその実績と経験、及び能力を考慮し、今後とも当社の事業拡大及び経営全般に資することができるもの

と判断したため、引き続き取締役候補者といたしました。
　

５ 大　杉　宏　信
おお すぎ ひろ のぶ

昭和47年８月13日生 再 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

平成７年４月 当社入社

平成18年４月 当社製造部長

平成29年２月 当社製造・生産技術統括部長

平成29年４月 当社取締役製造・生産技術担当

(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。28,500株

■取締役候補者とした理由

　大杉宏信氏は当社入社以来、一貫して製造・生産技術部門の要職を歴任しており、当社の事業及び業界に深い

造詣を有しており、取締役として当社の企業価値の向上に努めてまいりました。

　同氏のその実績と経験、及び能力を考慮し、今後とも当社の事業拡大及び経営全般に資することができるもの

と判断したため、引き続き取締役候補者といたしました。
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６ 小
こ

　林
ばやし

　恒　夫
つね お

昭和28年12月29日生 新 任

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

平成25年６月 当社入社

平成25年７月 当社台湾支店長(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。―株

■取締役候補者とした理由

　小林恒夫氏は当社入社以来、台湾支店の現地責任者として同地域における事業を監督しており、海外での勤務

経験も豊富であり、当社の業界にも深い造詣を有しております。

　同氏のその実績と経験、及び能力を考慮し、当社の事業拡大及び経営全般に資することができるものと判断し

たため、新たに取締役候補者といたしました。

７ 鈴　木　欣　秀
すず き よし ひで

昭和46年７月31日生 新 任
　

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

平成６年４月 当社入社

平成19年10月 当社経営企画室長

平成26年４月 当社管理部長

平成29年２月 当社総務・システム管理統括部長

(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。33,100株

■取締役候補者とした理由

　鈴木欣秀氏は当社入社以来、一貫して管理部門の要職を歴任しており、特に当社の事業に深い造詣を有してお

ります。

　同氏のその実績と経験、及び能力を考慮し、当社の事業拡大及び経営全般に資することができるものと判断し

たため、新たに取締役候補者といたしました。
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８ 神
じん

　 毅
たけし

昭和13年３月21日生 再 任 社 外 独 立

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

昭和39年４月 第二東京弁護士会登録

昭和39年４月 中外合同法律事務所入所(現任)

平成15年８月 当社監査役

平成17年４月 当社顧問弁護士

平成27年６月 ㈱カナデン取締役(現任)

平成28年４月 当社取締役(現任)

■重要な兼職の状況

㈱カナデン取締役

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。15,800株

■社外取締役候補者とした理由

　神毅氏は、取締役会の議案審議等にあたり、弁護士としての専門的な知識・経験等を基に、社外の独立した立

場から、特にコーポレートガバナンス体制についての質問や助言を積極的に行い、当社取締役会等の意思決定機

能や、経営の監督機能を果たしております。今後とも取締役として、当社及び当社グループのガバナンスの高度

化等に大いに貢献いただけると判断し、選任をお願いするものであります。

　同氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって２年であります。

宝印刷株式会社 2018年03月23日 11時16分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

― 8 ―

　

９ 太　田
おお た

　周
しゅう

　二
じ

昭和26年12月16日生 再 任 社 外 独 立

略歴、地位、担当及び重要な兼職の状況

昭和50年４月 昭和監査法人

(現新日本有限責任監査法人)入所

平成12年７月 同 シニアパートナー

平成25年７月 太田周二公認会計士事務所所長

(現任)

平成26年４月 当社監査役

平成27年５月 プライムデリカ㈱監査役(現任)

平成29年４月 当社取締役(現任)

平成29年６月 ㈱日本国際放送監査役(現任)

■重要な兼職の状況

太田周二公認会計士事務所所長

プライムデリカ㈱監査役

㈱日本国際放送監査役

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。600株

■社外取締役候補者とした理由

　太田周二氏は、公認会計士としての専門的な知識・経験等を基に、社外の独立した立場から当社の内部統制構

築状況や、コーポレートガバナンス体制についての質問や助言を積極的に行い、当社取締役会等の意思決定機能

や、経営の監督機能を果たしております。今後とも取締役として、当社及び当社グループのガバナンスの高度化

等に大いに貢献いただけると判断し、選任をお願いするものであります。

　同氏の当社社外取締役就任期間は、本総会終結の時をもって１年であります。
　

(注) １ 神毅氏、太田周二氏は社外取締役候補者であります。なお、当社は神毅氏、太田周二氏を㈱東京証券取引所の定めに基づ
く独立役員として指定し、同取引所に届け出ております。

２ 当社は神毅氏、太田周二氏との間で会社法第423条第１項に基づく損害賠償責任を会社法第425条第１項に定める最低責任
限度額に限定する旨の契約を締結しており、両氏の再任が承認された場合、当社は両氏との間で上記責任限定契約を継続
する予定であります。
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　第４号議案　監査役１名選任の件

本総会終結の時をもって監査役木曽幸一氏が任期満了となりますので、監査役１名の選任

をお願いしたいと存じます。

なお、本議案につきましては監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は、次のとおりであります。
　

高　松　基　晴
たか まつ もと はる

昭和36年５月２日生 新 任

略歴、地位及び重要な兼職の状況

平成16年９月 当社入社品質管理部長

平成29年２月 当社開発部長(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。23,600株

■監査役候補者とした理由

　高松基晴氏は、入社以来当社の品質管理及び開発部門の要職を歴任しており、特に当社の技術や品質マネジメ

ントに関する知識・経験が豊富であり、その知識・経験を活かした実効性の高い監査業務を期待し、選任をお願

いするものであります。
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　第５号議案 補欠監査役２名選任の件

法令に定める監査役の員数を欠くこととなる場合に備え、会社法第329条第３項の規定に基

づき、補欠監査役２名の選任をお願いするものであります。

補欠監査役候補者は、次のとおりであり、中川政和氏は、第４号議案が原案通りに承認可

決された場合に監査役に就任する高松基晴氏の補欠としての監査役候補者であり、坂倉宏次

氏は、社外監査役梅澤宣喜氏及び社外監査役萩原道明氏の補欠としての社外監査役候補者で

あります。また、本決議の効力は次期定時株主総会開始の時までとします。

なお、本議案につきましては予め監査役会の同意を得ております。

１ 中　川　政　和
なか がわ まさ かず

昭和38年６月20日生

略歴、地位及び重要な兼職の状況

昭和61年４月 当社入社

平成13年２月 当社品質管理部長

平成23年２月 当社原価計算課長(現任)

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。13,000株

■補欠の監査役候補者とした理由

　中川政和氏は当社入社以来、長年にわたり製造部門・品質管理部門・管理部門の要職を歴任しており、当社の

業務に精通していることから、監査役としての職務を適切に遂行できるものと判断し、選任をお願いするもので

あります。
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２ 坂　倉　宏　次
さか くら こう じ

昭和40年３月13日生

略歴、地位及び重要な兼職の状況

平成４年10月 太田昭和監査法人

(現新日本有限責任監査法人)入所

平成９年４月 公認会計士登録

平成16年８月 公認会計士坂倉事務所所長(現任)

平成17年１月 税理士登録

■所有する当社株式の数 候補者と当社との間には、特別の利害関係は

ありません。―株

■補欠の社外監査役候補者とした理由

　坂倉宏次氏は直接企業経営に関与された経験はありませんが、公認会計士及び税理士の資格を有しており、財

務及び会計に関する深い知見を有していることから、社外監査役としての職務を適切に遂行いただけるものと判

断し、選任をお願いするものであります。
　

(注) １ 坂倉宏次氏は補欠の社外監査役の候補者であります。当社は同氏が社外監査役として就任された場合には、㈱東京証券取
引所が指定を義務付ける独立役員として指定し、同取引所に届け出る予定であります。

２ 坂倉宏次氏が社外監査役に就任された場合は、当社との間で会社法第423条第１項に基づく損害賠償責任を会社法第425条
第１項に定める最低責任限度額に限定する旨の契約を締結する予定であります。

以 上
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(添付書類)

事 業 報 告

（自 平成29年２月１日
至 平成30年１月31日）

１. 会社の現況に関する事項

(1) 事業の経過及びその成果

当事業年度におけるわが国経済は、東アジア等におけるいわゆる地政学リスクの懸念等もあ

ったものの、堅調な国内企業の業績や雇用環境の大幅な改善に支えられ、緩やかではあるもの

の、基本的には景気拡大の動きを継続しておりました。一方、世界経済に目を転じましても、

米国においては政治の動向を不安視する向きもあったものの、好調な雇用情勢等に支えられ景

気は着実に回復するとともに、中国等新興国でも景気の持ち直しの動きが見られる結果とな

り、為替等につきましても、年間を通じ比較的安定した水準で推移いたしました。

当社の主要な販売先であります半導体業界におきましても、各種データ量の増加や、AIや車

載等に向けた用途の拡大を受け、市場は堅調に成長を続けております。その一方で、太陽電池

業界につきましては、一時の落ち込みから若干回復基調にあるものの、力強さには欠ける状況

にありました。

このような状況下、当社といたしましては、中長期的な競争力を維持するため、積極的な設

備投資や人員増強等により、生産体制の一層の強化と効率化、及び研究開発活動のスピードア

ップに取り組んでまいりました。また、前年に投資を行った新工場棟を中心に、生産性の向上

及び新規製品製造のための体制構築を図るとともに、主力の日本・台湾向けのほか、韓国等に

向けても新規半導体材料等の販売に注力してまいりました。

その結果、売上高は6,445,728千円（前年同期比17.8％増）、営業利益は1,598,202千円（同

63.6％増）、経常利益は1,622,799千円（同66.4％増）、当期純利益は1,145,658千円（同49.3％

増）となりました。

なお、当社の事業は、半導体等製造用高純度化学化合物事業並びにこれらの付帯業務の単一

セグメントであるため、セグメント別の記載を省略しております。
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(2) 設備投資の状況

当事業年度中に実施した設備投資の総額は1,379,516千円であり、その主なものは、上野

原第二工場新棟建設・既存棟増築、製品出荷用容器及び製造装置等であります。

　

(3) 資金調達の状況

　特に記載すべき資金調達は行っておりません。

　

(4) 対処すべき課題

当社は「当社は科学技術を通じて最先端テクノロジーの発展に貢献し、人々に『ゆとり創

造』を実現する」という経営理念の下、高付加価値のウルトラファインケミカルサプライヤ

ーとして、中長期的な成長・拡大路線の維持、また、厳しい経営環境下においても耐えうる

市場競争力の維持に向けた諸施策として、以下の事項を経営戦略の基本方針とした事業展開

を行い、継続的成長の達成を目指すとともに企業価値の最大化に努めてまいります。

まず、開発・製造部門と販売部門との連携をより深め、業務改革を推進してまいります。

また、優秀な人材の確保と教育や新規の設備投資、改良を推し進めることで、生産効率のみ

ならず、安全・品質管理面においても積極的に全社的な能力増強を図り、さらなる業容の拡

充に努めてまいります。

次に、販売面におきましては、関係会社等グループ全体でのシナジーを強化し、海外、特

に台湾や韓国に向けた新規商権の獲得を目指し、事業の効率化や、安定した拡大成長路線の

継続を図ってまいります。

また、継続的な海外進出や設備増強等を可能とすべく、財務体質の健全化を推し進め、強

固な経営基盤の構築に努めてまいります。

最後に、コーポレートガバナンス体制をより一層強化し、経営の透明性と効率性を高める

ことで、企業価値の向上に努めてまいります。

今後も業績の向上に努め、株主各位のご期待に添う所存でございます。

株主の皆様におかれましては、今後とも倍旧のご支援ご鞭撻を賜りますよう心よりお願い

申し上げます。
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(5) 財産及び損益の状況の推移

区 分
第37期

(平成27年１月期)
第38期

(平成28年１月期)
第39期

(平成29年１月期)
第40期

(平成30年１月期)
(当事業年度)

売 上 高 (千円) 4,103,274 4,956,758 5,469,985 6,445,728

経 常 利 益 (千円) 426,089 693,539 975,492 1,622,799

当 期 純 利 益 (千円) 360,671 473,220 767,305 1,145,658

１株当たり当期純利益 (円) 49.45 61.77 98.30 146.65

総 資 産 (千円) 5,245,019 5,991,684 7,055,179 9,032,275

純 資 産 (千円) 2,911,264 3,375,239 4,071,154 5,089,254

１株当たり純資産額 (円) 384.17 433.83 521.14 651.47

(注) １株当たり当期純利益は、普通株式の期中平均発行済株式数（自己株式控除後）に基づき算出しており
ます。また、１株当たり純資産額は、普通株式の期末発行済株式数（自己株式控除後）に基づき算出し
ております。

(6) 重要な親会社及び子会社等の状況

① 親会社との関係

該当事項はありません。

② 重要な子会社の状況

該当事項はありません。

③ 重要な関連会社の状況

会 社 名 資 本 金 議決権比率 主要な事業内容

㈱エッチ・ビー・アール 30,000千円 49.0％ 臭化水素の製造・販売

SK Tri Chem Co., Ltd. 25,000百万韓国ウォン 35.0％
高純度化学薬品の開発、製造
及び販売

④ 事業年度末日における特定完全子会社の状況

該当事項はありません。
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(7) 主要な事業内容

当社は、Si半導体用、太陽電池用並びに光ファイバー用高純度化学化合物の開発、製造及

び販売を主な事業としております。

(8) 主要な事業所
　

本社、工場 山梨県上野原市

上野原第二工場 山梨県上野原市

関西営業所 大阪府吹田市

台湾支店 台湾新竹縣竹北市

韓国事務所 大韓民国城南市

(9) 従業員の状況
　

従 業 員 数 前期末比増減 平 均 年 齢 平均勤続年数

134名 　 ４名増 36.1歳 10.0年

(注) パート18名は含んでおりません。

(10) 主要な借入先
　

借 入 先 借 入 額

千円

㈱ 山 梨 中 央 銀 行 868,297

㈱ 三 菱 東 京 Ｕ Ｆ Ｊ 銀 行 520,904

㈱ み ず ほ 銀 行 358,716

㈱ 商 工 組 合 中 央 金 庫 246,110

㈱ 日 本 政 策 金 融 公 庫 238,630
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２．会社の株式に関する事項
　

(1) 発行可能株式総数 27,240,000株

(2) 発行済株式の総数 7,811,960株 （自己株式200株を除く。）

(3) 株主総数 3,366名

(4) 大株主

株 主 名
所 有 株 式 数
(持 株 比 率)

株 ％

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行 ㈱ （信 託 口） 1,390,700 17.80

竹 中 潤 平 1,040,860 13.32

㈱ 山 梨 中 央 銀 行 350,000 4.48

日 本 ト ラ ス テ ィ ・ サ ー ビ ス 信 託 銀 行 ㈱ （信 託 口 ９） 322,900 4.13

ト リ ケ ミ カ ル 研 究 所 従 業 員 持 株 会 264,900 3.39

斎 藤 隆 208,910 2.67

日 本 マ ス タ ー ト ラ ス ト 信 託 銀 行 ㈱ （信 託 口） 206,600 2.64

資 産 管 理 サ ー ビ ス 信 託 銀 行 ㈱ （証 券 投 資 信 託 口） 196,200 2.51

木 曽 幸 一 144,500 1.84

相 澤 康 雄 129,640 1.65

（注) 持株比率は、自己株式（200株）を控除して計算しております。

３．会社の新株予約権等に関する事項

(1) 当事業年度末日における新株予約権の状況

該当事項はありません。

(2) 当事業年度中に交付した新株予約権の状況

該当事項はありません。
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４．会社役員に関する事項

(1) 取締役及び監査役の状況

氏 名 地 位 担当及び重要な兼職の状況

竹 中 潤 平 取締役会長（代表取締役）

太 附 聖 取締役社長（代表取締役） 三化電子材料股份有限公司 董事長

菅 原 久 勝 専務取締役 財務・経理・品質管理担当

柴 田 雅 仁 常務取締役
営業・開発担当
㈱エッチ・ビー・アール 代表取締役社長

大 杉 宏 信 取締役 製造・生産技術担当

神 毅 取締役 ㈱カナデン 取締役

太 田 周 二 取締役
太田周二公認会計士事務所 所長
プライムデリカ㈱ 監査役
㈱日本国際放送 監査役

木 曽 幸 一 常勤監査役

梅 澤 宣 喜 監査役

萩 原 道 明 監査役

(注) １ 取締役 神毅、太田周二の両氏は、社外取締役であります。なお両氏は㈱東京証券取引所が指定を
義務付ける一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員であります。

２ 監査役 梅澤宣喜、萩原道明の両氏は、社外監査役であります。なお両氏は㈱東京証券取引所が指
定を義務付ける一般株主と利益相反が生じるおそれのない独立役員であります。

３ 監査役 梅澤宣喜氏は長年にわたる経理業務の経験を有しており、財務及び会計に関する相当程度
の知見を有するものであります。

４ 監査役 太田周二氏は、平成29年４月27日開催の第39期定時株主総会終結の時をもって、辞任によ
り退任いたしました。

(2) 責任限定契約の内容の概要

　当社の各社外取締役及び各社外監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法

第423条第１項に基づく損害賠償責任を同法第425条第１項に定める最低責任限度額に限定す

る旨の契約を締結しております。

宝印刷株式会社 2018年03月23日 11時16分 $FOLDER; 18ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



招
集
ご
通
知

株
主
総
会
参
考
書
類

事
業
報
告

計
算
書
類

監
査
報
告
書

― 18 ―

(3) 取締役及び監査役の報酬等の総額

区 分 支給人員 報酬等の額

取 締 役
（うち社外取締役）

７名
(２名)

128,138千円
（10,800千円）

監 査 役
（うち社外監査役）

４名
(３名)

27,075千円
（7,500千円）

合 計 11名 155,213千円

(4) 社外役員に関する事項

① 重要な兼職先と当社との関係

　社外役員の重要な兼職先と当社との間に特別な利害関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況

取締役神毅氏は当事業年度開催の取締役会17回のすべてに出席し、議案審議等につき主

に弁護士としての専門的な見地から適宜質問を行うとともに意見を述べております。

取締役太田周二氏は当事業年度開催の取締役会17回のすべてに出席し、また、監査役時

に開催された監査役会４回のすべてに出席し、議案審議等につき主に公認会計士としての

知見を活かした質問を行うとともに意見を述べております。

監査役梅澤宣喜氏は当事業年度開催の取締役会17回のすべてに出席し、また、監査役会

14回のすべてに出席し、主に財務及び会計に関する豊富な経験から意見を述べておりま

す。

監査役萩原道明氏は当事業年度開催の取締役会17回のすべてに出席し、また、監査役会

14回のすべてに出席し、様々な業務経験、見識に基づいた意見を述べております。
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５．会計監査人の状況

(1) 会計監査人の名称

新日本有限責任監査法人

(2) 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額

① 当事業年度に係る会計監査人としての報酬等の額 19,800千円

② 当社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額 19,800千円

(注) １ 当社監査役会は、日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、
過年度の監査計画における監査項目別、階層別監査時間の実績及び報酬額の推移並びに会計監査
人の職務遂行状況を確認し、当事業年度の監査計画及び報酬額の妥当性を検討した結果、会計監
査人の報酬等について会社法第399条第１項の同意を行っております。

２ 当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監
査の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係
る報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

(3) 非監査業務の内容

該当事項はありません。

(4) 会計監査人の解任又は不再任の決定の方針

監査役会では、会計監査人の職務の執行に支障がある場合等その必要があると判断した場

合は、会計監査人の解任又は不再任に関する議案を決定し、取締役会は、当該決定に基づ

き、当該議案を株主総会に提出いたします。

また、監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当すると認

められる場合は、監査役全員の同意に基づき、監査役会が会計監査人を解任できるものとし

ております。この場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会に

おきまして、会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

(5) 責任限定契約の内容の概要

該当事項はありません。
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６．会社の体制及び方針

(1) 業務の適正を確保する体制

取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制その他会社の業

務の適正を確保するための体制についての決定内容の概要は以下のとおりであります。

①取締役・使用人の職務執行が法令・定款に適合することを確保するための体制

企業倫理規程を制定し、コンプライアンス体制に係る規定を役員・従業員が法令・定款

及び社会規範を遵守した行動をとるための行動規範とする。また、その徹底を図るため、

コンプライアンス担当取締役をその責任者として総務部においてコンプライアンスの取り

組みを横断的に統括することとし、同部を中心に役員・従業員への教育等を行う。

内部監査室は、総務部と連携し、コンプライアンスの状況について監査する。

これらの活動は、定期的に取締役会及び監査役会に報告されるものとする。

さらに、役員・従業員がコンプライアンス上の問題点を発見した場合は速やかに総務

部、常勤監査役又は顧問弁護士等に通報（匿名も可）、報告する体制を構築する。会社は

通報内容を秘守し、通報者に対して不利益な取り扱いは行わない。

②取締役の職務執行に係る情報の保存及び管理に関する事項

文書管理規程に従い、取締役の職務執行に係る情報を文書又は電磁的媒体（以下、「文

書等」という。）に記録し、保存する。取締役及び監査役は、文書管理規程により、常時

これらの文書等を閲覧できるものとする。

③損失の危機の管理に関する規程その他の体制

コンプライアンス担当取締役を全社のリスクに関する統括責任者として任命し、総務部

において、コンプライアンス、環境、災害、品質、情報セキュリティ及び輸入管理等に係

る当社全体のリスク管理を網羅的、総括的に管理する。新たに生じたリスクについては取

締役会において速やかに対応責任者となる取締役を任命する。

内部監査室は、各部門ごとのリスク管理の状況を監査し、その結果を定期的にコンプラ

イアンス担当取締役及び取締役会に報告し、取締役会において改善策を審議・決定する。
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④取締役の職務執行が効率的に行われることを確保するための体制

取締役会は、取締役、従業員が共有する全社的な目標を定め、業務担当取締役はその目

標達成のために各部門の具体的目標及び会社の権限分配、意思決定ルールに基づく権限分

配を含めた効率的な達成の方法を定め、ITを活用して取締役会が定期的に進捗状況をレビ

ューし、改善を促すことを内容とする、全般的な業務効率化を実現するシステムを構築す

る。

具体的には、下記の経営管理システムを用いて、取締役の職務執行の効率化を図る。

・ 定例の取締役会を毎月１回開催し、重要事項の決定並びに取締役の職務執行の監督等

を行う。

・ 月例の取締役及び部門長をメンバーとした経営戦略会議において年１回将来の事業環

境を踏まえた中期経営計画、年度予算を策定し、全社的な目標を設定し、取締役会の

承認を得るものとする。各拠点、部門においては、その目標達成に向けた具体策を立

案、実行する。

・ 当社の基幹システムを活用し、月次、四半期業績管理を実施する。

・ 取締役会及び経営戦略会議による月次業績のレビューと改善策の立案、実施をする。

⑤当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正性を確保するための体制

当社及び子会社と関連会社からなる企業集団の業務の適正性を確保するため、また、グ

ループ間取引の適正をはかるため、関係会社管理規程に基づき、財務・経理担当取締役は

関係会社に対する業務の全般を管理し、適切な監視体制及び報告体制を確保する。

子会社については、定期的な業務執行状況の報告を求め、子会社の経営方針、計画につ

いて確認と調整を行う。また、当社の企業倫理規程を子会社にも指針として活用するとと

もに、定期的に当社からの内部監査を実施する。

なお、関連会社の経営については、その自主性を尊重しつつ、事業内容の定期的な報告

と重要案件についての事前協議を行う。

⑥監査役会がその補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用人に関する体

制並びにその使用人の取締役からの独立性に関する事項

現在監査役の職務を補助する使用人はいないが、必要に応じて、監査役の業務補助のた

めのスタッフを任命できるものとする。
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また、監査役は内部監査室長及びその所属員に監査業務に必要な事項を命令することが

できるものとし、命令を受けた者は、その命令に対して、取締役、内部監査室長の指揮命

令を受けないものとする。

⑦取締役及び使用人が監査役会に報告するための体制その他の監査役会への報告に関する体

制

取締役又は使用人は、監査役会に対して、法定の事項に加えて当社に重要な影響を及ぼ

す事項、内部監査の実施状況、コンプライアンス委員会・総務部への通報状況及びその内

容を速やかに報告する体制を整備する。

また、会社は監査役及び監査役会に報告をした者に対して、当該報告をしたことを理由

として、いかなる不利益な取り扱いもしてはならない。

⑧監査役の職務の執行について生ずる費用等の処理に関する体制

監査役の職務の執行について生ずる費用等の請求の手続きを定め、監査役から前払い又

は償還等の請求があった場合には、当該請求にかかる費用が監査役の職務の執行に必要で

ないと明らかに認められる場合を除き、所定の手続きに従い、これに応じるものとする。

⑨その他監査役会の監査が実効的に行われることを確保するための体制

監査役会と代表取締役社長との間で定期的な意見交換会を実施する。また、監査役会に

対して、必要に応じて弁護士、会計士等の専門家を雇用し、監査業務に助言を受ける機会

を保証する。

なお、監査役は当社の会計監査人から会計監査に関する内容について説明を受けるとと

もに、情報交換等の連携を図る。

(2) 業務の適正を確保する体制の運用状況の概要

当社では、上記で掲げた体制及び方針に基づいた社内体制を整備するほか、以下のような

運用を行い、業務の適正性の確保に取り組んでおります。

①コンプライアンスに対する取り組み

法令等の改正状況やそれに伴う社内規程の改訂等を中心に、社内における説明会の開

催、社内イントラネットへの周知等を行いました。さらに月に１度、全社員を対象に経営

サイドからの情報の発信を行うとともに、会社方針の伝達を行っております。
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また、内部監査におきましても、法令及び規程の遵守状況を重点的にチェックするとと

もに、会社の社会的責任の観点からも業務対応がなされているかの確認を行っておりま

す。

②財務報告に係る信頼性の確保に対する取り組み

財務報告の信頼性に及ぼす影響の重要性を鑑み、内部監査室は「財務報告に係る内部統

制の整備・運用評価の基本計画書」を作成し、取締役会に報告するとともに、同計画書に

基づいた監査、及び必要に応じたウォークスルー等を行い、財務報告に係る信頼性の向上

を図るとともに社内への周知に努めております。

③リスクマネジメントに対する取り組み

取締役会において、企業経営に重大な影響を与え得るリスクの検討と選定を行い、文書

化して共有化するとともに必要に応じ対策を講じ、その実施を確認するとともに、安全、

衛生、品質面等の状況を中心に必要に応じて全社員に伝達しております。

また、取締役の職務執行に係る情報を文書又は電磁的媒体はセキュリティの確保されて

いる場所に適切に保存しております。なお、社内業務コンピュータシステムの運用に対す

る内部監査を実施し、安全かつ適切に管理されていることを確認しております。

④監査役会監査の実効性の確保に対する取り組み

監査役は取締役会に出席するとともに、必要に応じ使用人からも当社の経営、業績に影

響を及ぼす重要な事項については報告を受けております。また、円滑な監査のため、取締

役会決議事項に関する資料については事前の配付を行っております。

監査役は代表取締役、会計監査人、内部監査室と定期又は不定期に会議等をもってお

り、より広範にわたり社内の業務遂行状況についての情報共有を行っております。

７．株式会社の支配に関する基本方針

該当事項はありません。

　

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰
(注) 本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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貸 借 対 照 表
(平成30年１月31日現在)

(単位：千円)

科 目 金 額 科 目 金 額

(資 産 の 部) (負 債 の 部)

流 動 資 産 4,486,457 流 動 負 債 2,774,122

現 金 及 び 預 金 1,134,240 買 掛 金 384,858

受 取 手 形 126,425 短 期 借 入 金 580,000

電 子 記 録 債 権 845,253 1年内返済予定の長期借入金 531,752

売 掛 金 1,393,276 リ ー ス 債 務 1,704

商 品 及 び 製 品 27,637 未 払 金 747,095

仕 掛 品 334,404 未 払 費 用 49,591

原 材 料 及 び 貯 蔵 品 473,813 未 払 法 人 税 等 357,567

前 払 費 用 17,269 前 受 金 5,075

繰 延 税 金 資 産 43,128 預 り 金 30,758

そ の 他 91,008 賞 与 引 当 金 61,419

固 定 資 産 4,545,817 そ の 他 24,301

有 形 固 定 資 産 3,559,367 固 定 負 債 1,168,897

建 物 1,001,590 長 期 借 入 金 1,120,905

構 築 物 63,792 リ ー ス 債 務 1,648

機 械 及 び 装 置 734,603 退 職 給 付 引 当 金 46,344

車 両 運 搬 具 708 負 債 合 計 3,943,020

工 具、 器 具 及 び 備 品 466,509 (純 資 産 の 部)

土 地 608,641 株 主 資 本 5,085,930

リ ー ス 資 産 3,046 資 本 金 808,912

建 設 仮 勘 定 680,475 資 本 剰 余 金 709,912

無 形 固 定 資 産 45,630 資 本 準 備 金 709,912

ソ フ ト ウ エ ア 10,521 利 益 剰 余 金 3,567,526

そ の 他 35,108 利 益 準 備 金 5,194

投 資 そ の 他 の 資 産 940,820 そ の 他 利 益 剰 余 金 3,562,332

投 資 有 価 証 券 18,391 繰 越 利 益 剰 余 金 3,562,332

関 係 会 社 株 式 905,945 自 己 株 式 △421

繰 延 税 金 資 産 13,959 評 価 ・ 換 算 差 額 等 3,323

そ の 他 2,524 その他有価証券評価差額金 3,323

純 資 産 合 計 5,089,254

資 産 合 計 9,032,275 負 債 純 資 産 合 計 9,032,275

(注) 記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。

宝印刷株式会社 2018年03月23日 11時16分 $FOLDER; 25ページ （Tess 1.50(64) 20161024_02）



― 25 ―

損 益 計 算 書

（自 平成29年２月１日
至 平成30年１月31日）

(単位：千円)

科 目 金 額

売 上 高 6,445,728

売 上 原 価

製 品 期 首 た な 卸 高 12,174

当 期 製 品 製 造 原 価 3,574,147

合 計 3,586,321

製 品 期 末 た な 卸 高 27,637 3,558,683

売 上 総 利 益 2,887,045

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 1,288,842

営 業 利 益 1,598,202

営 業 外 収 益

受 取 利 息 39

受 取 配 当 金 306

受 取 ロ イ ヤ リ テ ィ ー 35,961

そ の 他 7,565 43,872

営 業 外 費 用

支 払 利 息 11,096

固 定 資 産 除 却 損 3,739

為 替 差 損 4,439

そ の 他 0 19,276

経 常 利 益 1,622,799

特 別 利 益

補 助 金 収 入 38,520 38,520

特 別 損 失

固 定 資 産 圧 縮 損 36,985 36,985

税 引 前 当 期 純 利 益 1,624,333

法 人 税、 住 民 税 及 び 事 業 税 490,447

法 人 税 等 調 整 額 △11,771 478,675

当 期 純 利 益 1,145,658

(注) 記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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株主資本等変動計算書

（自 平成29年２月１日
至 平成30年１月31日）

(単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金 利益準備金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当 期 首 残 高 808,912 709,912 5,194 2,541,667 2,546,861

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △124,993 △124,993

自 己 株 式 の 取 得

当 期 純 利 益 1,145,658 1,145,658

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

当 期 変 動 額 合 計 ― ― ― 1,020,664 1,020,664

当 期 末 残 高 808,912 709,912 5,194 3,562,332 3,567,526
　

株主資本
評価・換算
差額等

純資産合計
自己株式 株主資本合計

その他有価証券
評価差額金

当 期 首 残 高 △18 4,065,668 5,486 4,071,154

当 期 変 動 額

剰 余 金 の 配 当 △124,993 △124,993

自 己 株 式 の 取 得 △402 △402 △402

当 期 純 利 益 1,145,658 1,145,658

株主資本以外の項目の
当期変動額（純額）

△2,162 △2,162

当 期 変 動 額 合 計 △402 1,020,262 △2,162 1,018,099

当 期 末 残 高 △421 5,085,930 3,323 5,089,254

(注) 記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。
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個別注記表

重要な会計方針に係る事項に関する注記

１ 資産の評価基準及び評価方法

(1) 有価証券の評価基準及び評価方法

① 子会社株式及び関連会社株式

　移動平均法による原価法

② その他有価証券

　時価のあるもの

決算期末日の市場価格等に基づく時価法（評価差額は全部純資産直入法により処理

し、売却原価は移動平均法により算定）

　時価のないもの

移動平均法による原価法

　

(2) デリバティブの評価基準及び評価方法

　時価法

(3) たな卸資産の評価基準及び評価方法

総平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

ただし、貯蔵品の容器は個別法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法）

　

２ 固定資産の減価償却の方法

(1) 有形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

ただし、取得価額10万円以上20万円未満の少額減価償却資産については３年間の均等償却

によっております。

なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物 ７～38年

構築物 10～40年

機械及び装置 ２～８年

車両運搬具 ４年

工具、器具及び備品 ２～15年
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(2) 無形固定資産（リース資産を除く）

定額法によっております。

ただし、ソフトウエア（自社利用分）については、社内における利用可能期間（５年）に

基づく定額法によっております。
　
(3) リース資産

所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産については、リース期間を耐用

年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。
　
３ 引当金の計上基準

(1) 貸倒引当金

債権等の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念

債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上しておりま

す。

　なお、当事業年度末における計上はありません。
　
(2) 賞与引当金

従業員賞与の支払に備えるため、将来の支給見込額のうち当事業年度の負担額を計上して

おります。
　
(3) 退職給付引当金

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計

上しております。

① 退職給付見込額の期間帰属方法

退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる

方法については、期間定額基準によっております。

② 数理計算上の差異及び過去勤務費用の費用処理方法

過去勤務費用は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数（10年）に

よる定額法により費用処理しております。

数理計算上の差異は、各事業年度の発生時における従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（10年）による定額法により按分した額をそれぞれ発生の翌事業年度から費用処

理しております。
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４ その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

(1) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

外貨建金銭債権債務は、決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益とし

て処理しております。

(2) 消費税等の会計処理方法

税抜方式を採用しております。

５ 追加情報

(繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３

月28日）を当事業年度から適用しております。

貸借対照表に関する注記

１ 担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は次のとおりであります。

建物 226,663千円

土地 299,581千円

計 526,245千円

担保付債務は次のとおりであります。

長期借入金（1年内返済予定の長期借入金含む） 350,000千円
　
２ 有形固定資産の減価償却累計額 2,738,069千円
　
３ 国庫補助金等の受入による圧縮記帳額 110,808千円
　
４ 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務

区分掲記されたもの以外で各科目に含まれているものは、次のとおりであります。

短期金銭債権 25,041千円

短期金銭債務 4,668千円
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損益計算書に関する注記

関係会社との取引高

営業取引（収入分） 73,955千円

営業取引（支出分） 45,540千円

営業取引以外の取引（収入分） 1,559千円
　
株主資本等変動計算書に関する注記

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項
　

株式の種類 当事業年度期首 増加 減少 当事業年度末

普通株式（株） 7,812,160 ― ― 7,812,160

　

２ 当事業年度末における自己株式の種類及び株式数

普通株式 200株

３ 剰余金の配当に関する事項

(1) 配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
(円）

基準日 効力発生日

平成29年４月27日
定時株主総会

普通株式 124,993 16 平成29年１月31日 平成29年４月28日

(2) 基準日が当事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの
　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
（千円）

１株当たり配当額
(円）

基準日 効力発生日

平成30年４月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 164,051 21 平成30年１月31日 平成30年４月27日

４ 当事業年度末の新株予約権（権利行使期間の初日が到来していないものを除く。）の目的と

なる株式の種類及び数

該当事項はありません。
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税効果会計に関する注記

１ 繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

(繰延税金資産）
　

(1) 流動資産
　

　賞与引当金 21,395千円

　たな卸資産評価損 14,392千円

　法人事業税 17,032千円

　その他 4,700千円

　 小計 57,520千円

　評価性引当額 △14,392千円

　 合計 43,128千円
　

(2) 固定資産
　

　投資有価証券評価損 1,284千円

　退職給付引当金 13,959千円

　 小計 15,243千円

　評価性引当額 △1,284千円

　 合計 13,959千円

　繰延税金資産合計 57,087千円
　

２ 法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との差異の原因となった主な項目別の

内訳

法定実効税率と税効果会計適用後の法人税等の負担率との間の差異が法定実効税率の100

分の５以下であるため注記を省略しております。
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金融商品に関する注記

１ 金融商品の状況に関する事項

(1) 金融商品に対する取組方針

当社では、一時的な余資は主に流動性の高い金融資産で運用し、資金調達については銀行

等金融機関からの借入による方針であります。また、投機的な取引は行わない方針でありま

す。
　
(2) 金融商品の内容及びそのリスク

営業債権である受取手形及び売掛金、電子記録債権は、顧客の信用リスクに晒されており

ます。また、外貨建の営業債権は為替の変動リスクにも晒されております。

投資有価証券である株式は、主に業務上の関係を有する企業の株式であり、市場価格の変

動リスク及び発行体の信用リスクに晒されております。

借入金のうち、短期借入金は主に営業取引に係る資金調達であり、長期借入金は主に設備

投資に係る資金調達であります。
　
(3) 金融商品に係るリスク管理体制

① 信用リスク（取引先の契約不履行等に係るリスク）の管理

当社の与信管理規程等に従い、毎月、取引先ごとの期日管理及び残高管理を行い、信用

状況を把握するとともに主要な取引先の状況を定期的に調査し、財務状況等の悪化等によ

る回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

② 市場リスク（為替や金利等の変動リスク）の管理

外貨建ての営業債権債務について、通貨別月別に把握された為替の変動リスクに対し

て、社内規程に従い、必要に応じて先物為替予約を利用してヘッジしております。

投資有価証券につきましては、定期的に時価や発行体（取引先企業）の財務状況の把握

を行っております。

③ 資金調達に係る流動性リスク（支払期日に支払いを実行できなくなるリスク）の管理

当社では、適時に資金繰計画を作成するなどの方法により流動性リスクを管理しており

ます。
　
(4) 金融商品の時価等に関する事項についての補足説明

金融商品の時価には、市場価格に基づく価額のほか、市場価格がない場合には合理的に算

定された価額が含まれております。当該価額の算定においては変動要因を織り込んでいるた

め、異なる前提条件等を採用することにより、当該価額が変動することがあります。
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２ 金融商品の時価等に関する事項

平成30年１月31日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとお

りであります。なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは含まれておりませ

ん（（注２）参照）。
　

貸借対照表計上額
(千円)

時価
(千円）

差額
(千円)

(1) 現金及び預金 1,134,240 1,134,240 ―

(2) 受取手形及び売掛金 1,519,701 1,519,701 ―

(3) 電子記録債権 845,253 845,253 ―

(4) 投資有価証券

その他有価証券 18,391 18,391 ―

資産計 3,517,586 3,517,586 ―

(5) 短期借入金 580,000 580,000 ―

(6) 長期借入金(※) 1,652,657 1,650,734 △1,922

負債計 2,232,657 2,230,734 △1,922
　

(※)１年以内に期限到来の流動負債に含まれている長期借入金を含めております。

（注１）金融商品の時価の算定方法並びに有価証券に関する事項

資産

（1）現金及び預金、（2）受取手形及び売掛金、（3）電子記録債権

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳

簿価額によっております。

（4）投資有価証券

投資有価証券の時価について、株式は取引所の価格によっております。

負債

（5）短期借入金

これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳

簿価額によっております。

（6）長期借入金

長期借入金の時価については、元利金の合計額を同様の新規借入を行った場合に想

定される利率で割り引いて算出する方法によっております。
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（注２）時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

区分
貸借対照表計上額

(千円)

関係会社株式 905,945

上記については、市場価格がなく、時価を把握することが極めて困難と認められるため、

注記対象には含めておりません。

持分法損益等に関する注記

１ 関連会社に関する事項

関連会社に対する投資の金額 867,937千円

持分法を適用した場合の投資の金額 813,752 〃

持分法を適用した場合の投資損失（△）の金額 △108,193 〃

２ 開示対象特別目的会社に関する事項

当社は、開示対象特別目的会社を有しておりません。

関連当事者との取引に関する注記

種類
会社等の名称
又は氏名

所在地

資本金又
は出資金
(百万韓国
ウォン)

事業の内容
又は職業

議決権等
の所有
(被所有)
割合(％)

関連当事者
との関係

取引の内容
取引金額
(千円)

科目
期末残高
(千円)

関連会社
SK Tri Chem
Co., Ltd.

大韓民国
世宗特別
自治市

25,000

高純度化学
薬品の開発
、製造及び
販売

(所有)

直接

35.0

当社製品の
販売
役員の兼任

増資の引受
（注）

527,638 ― ―

(注) 増資の引受は、関係会社が行った増資を引き受けたものであります。

　

１株当たり情報に関する注記

１ １株当たり純資産額 651円 47銭

２ １株当たり当期純利益 146円 65銭
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会計監査人の監査報告書謄本
　

独立監査人の監査報告書
平成３０年３月１５日

株式会社 トリケミカル研究所
　 取 締 役 会 御 中

新日本有限責任監査法人

指定有限責任社員
公認会計士 渡邊 力夫 ㊞

業 務 執 行 社 員

指定有限責任社員
公認会計士 伊藤 正広 ㊞

業 務 執 行 社 員

　当監査法人は、会社法第４３６条第２項第１号の規定に基づき、株式会社トリケミカル研究所の平成２９
年２月１日から平成３０年１月３１日までの第４０期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計
算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ
の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。

監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細
書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。
　監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。
　当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
　当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業
会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査役会の監査報告書謄本
　

監 査 報 告 書

　当監査役会は、平成29年２月１日から平成30年１月31日までの第40期事業年度の取締役の職務の執行に関

して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告いた

します。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容

（１）監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告

を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説

明を求めました。

（２）各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締

役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと

もに、以下の方法で監査を実施しました。

①取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務及

び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎

通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体

制その他株式会社の業務の適正を確保するために必要なものとして会社法施行規則第100条第１項及び

第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び当該決議に基づき整備されている体制

（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からその構築及び運用状況について定期的に報告

を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたしました。

③会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも

に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、

会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各

号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整

備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

　以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及び附属明細書、計算書類（貸借対照表、損益計

算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
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２．監査の結果

（１）事業報告等の監査結果

①事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め

ます。

②取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令もしくは定款に違反する重大な事実は認められま

せん。

③内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シス

テムに関する取締役の職務の執行についても、財務報告に係る内部統制を含め、指摘すべき事項は認

められません。

（２）計算書類及びその附属明細書の監査結果

　会計監査人新日本有限責任監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成30年３月22日

株式会社トリケミカル研究所 監査役会

常勤監査役 木 曽 幸 一 ㊞

社外監査役 梅 澤 宣 喜 ㊞

社外監査役 萩 原 道 明 ㊞

以 上
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〈メ モ 欄〉
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株主総会会場ご案内図
　

会 場
京王プラザホテル八王子 ４階 「宴の間」
〒192-0083 東京都八王子市旭町14番１号
TEL 042-656-3111（代）

　

　

　 交通のご案内　●ＪＲ八王子駅北口前
●京王線京王八王子駅下車徒歩約６分

　

(お願い) 当日は会場周辺道路及び駐車場の混雑が予想されますので
お車でのご来場はご遠慮願います。
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